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ことで様々な興味深い物理系が作り出されている。特に 2011年以降，2 本の Ramanレ
ーザーと磁場を巧みに制御することによってスピン軌道相互作用(SOC)を持つ冷却原子
系を作り出すことが可能になっている。この系では，原子の内部自由度と運動量の間に
相関を持たせることで人工的に SOC を作り出しているため，これは「人工 SOC」と呼
ばれている。人工 SOCは Bose原子と Fermi原子の両方で実現しており，人工 SOCを
持つ Bose 原子系は固体物理では対比する系のない新奇な系として，人工 SOC を持つ
Fermi原子系は固体物理におけるSOCを持つ電子系のシミュレータなどとしてもそれぞ
れ期待できることから，これらの系に対する幅広い研究が現在でも盛んに行われている。




















































６章では Fermi 原子と人工 SOC を持つ Bose 原子が混合した，人工 SOC を持つ





人工 SOC を持つ Bose原子系で制御可能なパラメータによるスピン流の制御可能性につ
いて明らかにした。また，全体の総括として 7章で以上の議論についてまとめる。 
本研究で明らかにした新しい研究成果は，人工 SOCを持つ冷却原子系で誘起されるス
ピン流の制御可能性及び SOCを持つ Bose-Fermi混合原子系の基底状態の性質の解明で
ある。これらのことから，新奇な系における原子の新たな制御可能性を示すことができ，
冷却原子系とアトムトロニクスの分野の可能性を広げることができた。 
 
